
 

（８）財団法人 鳥取県臓器バンク経営状況報告書 

 

 一 法人の概要 

１ 名       称  財団法人 鳥取県臓器バンク 

２ 目       的  臓器移植の普及を図るため、県内において臓器移植に係る啓発及

び助成等を行い、もって県民の健康の増進及び福祉の向上に寄与する

ことを目的とする。 

３ 組織変更認可年月日  平成１１年３月２５日 

（財団法人鳥取県腎バンク設立許可年月日 平成６年３月２３日） 

  ４ 組織変更登記年月日  平成１１年４月１日 

（財団法人鳥取県腎バンク設立登記年月日 平成６年４月１日） 

  ５ 基 本 財 産  出えん金 ８８，６３０，５７９円 

鳥取県出えん金 ５２，６４０，０００円 

市町村出えん金 ２４，０００，０００円 

民間出えん金 １１，９９０，５７９円 

  ６ 役       員  理  事  １７人   監  事  ２人 

                         理 事 長    井藤  久雄（国立大学法人鳥取大学副学長） 

               副理事長    岡本  公男（社団法人鳥取県医師会会長） 

               常務理事  磯田  教子（鳥取県福祉保健部長） 

                 理  事  林  伸 伍（社団法人鳥取県歯科医師会会長） 

                  〃    小林  健治（社団法人鳥取県薬剤師会会長）    

                               〃    岩本  明美（米子医療センター外科医師） 

                               〃    根本  良介（鳥取県立中央病院副院長）            

                               〃    竹 内  功（鳥取県市長会会長）               

                              〃    榎本  武利（鳥取県町村会会長） 

                              〃    長井 勇喜夫（鳥取県銀行協会会長） 

                              〃    有田  勝徳（鳥取県中小企業団体中央会専務理事） 

                              〃    盛田  栄一（ライオンズクラブ 336－Ｂ地区７区 

代表） 
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                             理  事   中岡  明久（山陰労災病院腎代謝内科部長） 

                               〃    西尾  健治（鳥取県腎友会会長） 

                               〃    渡邉  淳子（博愛病院院長） 

                                 〃    塩澤  洋子（社団法人鳥取県看護協会会長） 

                                〃    深田  民人（前鳥取県立厚生病院副院長） 

                     監  事  藤本  英興（鳥取信用金庫理事長）         

                      〃    関  敏 之（鳥取県商工会連合会専務理事） 

  ７ 職       員  ２人 

  ８ 事    務    所  米子市西町３６番地の１ 
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二 平成１９年度事業実施状況 

 １ 臓器移植の普及啓発、臓器提供意思表示カードの配布 

 (1) 街頭キャンペーンや各種団体が開催するイベントへの参加を通じて、臓器提供意思表示カ

ード等を配布することにより、臓器移植医療への理解促進を図った。 

(2) 『臓器移植法』が施行され１０年目を迎えることから、鳥取県初の『市民公開講座：腎医 

療を考える。―身近になった移植医療―』を１１月に米子で開催した。（参加者２３９名） 

      日本海新聞に市民公開講座と意思表示カードについて掲載された。 

  (3) 臓器移植推進月間（１０月）の１カ月、ＪＲ車輌内（２１車輌）にＰＲポスターを掲載し 

た。 

(4) 臓器移植推進月間中に臓器提供意思表示カードの周知・所持状況についてのアンケート調 

査を実施。調査結果は、医療関係者等へ情報提供し啓発資料として活用。また、ホームペー 

ジにて一般公開した。 

    (5)  平成１７年９月より日ノ丸バスの車体外側面に臓器提供の意思表示を呼びかける広告を    

出し、ＰＲを行った。 

(6) インターネットのホームページを更新し、より多くの方へ鳥取県の臓器移植医療の現  

状や臓器提供意思表示カード等について紹介した。 

(7) 年々増加する人工透析患者数を把握するため、人工透析施設の協力を得て人工透析の現況 

に関する調査を行った。   

(8) 各市町村の成人式で意思表示カードとパンフレットの配布を教育委員会経由で依頼・実施 

した。 

 ２ 鳥取県腎友会への助成 

  (1) 人工透析患者とその家族の会『鳥取県腎友会』の学習会（年２回）に対して助成した。 

 ３ 臓器移植コーディネーターの活動 

  (1) 日常業務 

       ① 県内臓器提供施設の医療従事者に対し、臓器移植に関する普及啓発活動を行い、臓器提

供協力の拡充に努めるとともに、定期的に巡回し更に理解と協力を得ることに努めた。 

② 病院、各種団体等での講演を行うことにより、臓器移植医療への理解、協力を求めた。 

(2) 臓器提供発生業務 

     県内でのドナー情報なし。  

    (3) その他 

臓器バンクの活動を報告したバンクだよりを、理事会での決算承認後作成し、賛助会員等 

    に配布した。 
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備　考

円 円 円

Ⅰ　事業活動収入 11,665,095 9,093,239 2,571,856

　１　基本財産運用収入 954,207 941,139 13,068

  　(1) 基本財産利息収入 954,207 941,139 13,068

　２　補助金収入　　　　　　 8,510,000 5,919,476 2,590,524

　　(1) 県補助金収入 8,415,000 5,866,551 2,548,449

95,000 52,925 42,075

収

　３　基本財産収入 1,000 0 1,000

　　(1) 寄付金 1,000 0 1,000

　４　寄附金収入 1,074,888 1,074,888 0

　 　　(1) 寄附金収入 1,074,888 1,074,888 0

　５　会費収入 1,124,000 1,124,000 0

　　(1) 賛助会員会費収入 1,124,000 1,124,000 0

　６　雑収入 1,000 33,736 △ 32,736

　　(1) 雑収入 1,000 26,000 △ 25,000

入 　　(2) 受取利息収入 0 7,736 △ 7,736

　 Ⅱ　投資活動収入 1,000 85,200 △ 84,200

　１　退職給与引当金取崩収入 1,000 85,200 △ 84,200

  　(1) 退職給与引当金取崩収入 1,000 85,200 △ 84,200

当期収入合計(A) 11,666,095 9,178,439 2,487,656

前期繰越収支差額 3,637,083 3,637,083 0

収入合計(B) 15,303,178 12,815,522 2,487,656

決算額 差　異科　　　目

　　(2) (社)日本臓器移植

ネットワーク補助金収入

予算額

財団法人　鳥取県臓器バンク

収　支　計　算　書
（平成１９年４月１日から平成２０年３月３１日まで）
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備考

円 円 円

Ⅰ　事業活動支出 13,164,000 8,680,247 4,483,753

　１　事業費支出 4,543,000 1,899,798 2,643,202

　　(1) 普及啓発費支出 2,980,000 1,561,328 1,418,672

　　(2) 臓器移植助成費支出 20,000 0 20,000

　　(3) コーディネーター 1,543,000 338,470 1,204,530

　　　　活動費支出

　２　管理費支出 8,621,000 6,780,449 1,840,551

　　(1) 会議費支出 93,000 35,260 57,740

　　(2) 事務局費費支出 8,528,000 6,745,189 1,782,811

支 Ⅱ　予備費支出 2,139,178 0 2,139,178

出

当期支出合計(C) 15,303,178 8,680,247 6,622,931

△ 3,637,083 498,192 △ 4,135,275

0 4,135,275 △ 4,135,275　次期繰越収支差額(B)－(C)

予算額 決算額 差　異科　　　目

　当期収支差額(A)－(C)
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科　　　　目 当年度 前年度 増減

円 円 円 

Ⅰ　資産の部

　１　流動資産

　　　　　現金預金 5,208,643 5,036,498 172,145 

　　　　　前払金 33,342 0 33,342 

　　　　　仮払金 13,150 △13,150 

　　　　流動資産合計 5,241,985 5,049,648 192,337 

　２　固定資産

　　(1) 基本財産

　　　　　基本財産定期預金 8,630,579 8,630,579 0 

　　　　　基本財産投資有価証券 80,000,000 80,000,000 0 

　　　　基本財産合計 88,630,579 88,630,579 0 

　　(2) その他固定資産

　　　　　退職給与引当預金 0 85,200 △85,200 

　　　　その他固定資産合計 0 85,200 △85,200 

　　　　固定資産合計 88,630,579 88,715,779 △85,200 

　　　　資産合計 93,872,564 93,765,427 107,137 

Ⅱ　負債の部

　１　流動負債

　　　　　未払金 1,049,498 1,321,578 △272,080 

　　　　　預り金 57,212 90,987 △33,775 

　　　　流動負債合計 1,106,710 1,412,565 △305,855 

　２　固定負債

　　　　　退職給付引当金 0 85,200 △85,200 

　　　　固定負債合計 0 85,200 △85,200 

　　　　負債合計 1,106,710 1,497,765 △391,055 

Ⅲ　正味財産の部

　１　指定正味財産 76,640,000 76,640,000 0 

　　　　指定正味財産合計 76,640,000 76,640,000 0 

　　　　（うち基本財産への充当額） (76,640,000) (76,640,000) (0)

　　　　（うち特定資産への充当額） (0)

　２　一般正味財産 16,125,854 15,627,662 498,192 

　　　　（うち基本財産への充当額） (11,990,579) (11,990,579) (0)

　　　　（うち特定資産への充当額） (0)

　　　　正味財産合計 92,765,854 92,267,662 498,192 

　　　　負債及び正味財産合計 93,872,564 93,765,427 107,137 

財団法人　鳥取県臓器バンク

貸　借　対　照　表

（平成２０年３月３１日現在）
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三 平成２０年度事業計画 

 １ 臓器移植の普及のための啓発 

(1) 臓器移植推進街頭キャンペーンの開催、県、市町村及びライオンズクラブ等が開催するイベ

ントや講演会等への参加を通じて、臓器移植の普及啓発を行う。 

(2)  臓器提供意思表示カードや啓発パンフレットを県・市町村などの行政機関、医療機関、   

学校及び公民館等に配布する。 

   (3) テレビ・新聞・県市町村広報・インターネット・ケーブルテレビ等の媒体を活用して、広報

を行う。 

   (4) 移植コーディネーターが各医療機関の院内研修での勉強会を実施し、定期的な巡回を行うこ

とにより、臓器提供に対する理解及び協力を得る。また、臓器提供にかかるパンフレットを作

成し、各医療機関でパンフレットを使用した臓器提供周知方法についての説明会を行う。 

   (5) 教育現場への普及啓発活動の協力を得られるよう働きかけ、「臓器移植出前講座」を実施す

ることにより、若年世代又は教職員等の臓器移植に関する正しい理解を深める。 

 (6) 最も需要の多い腎移植を中心に県内医療機関での臓器移植・提供を進めるため、賛同  

を得られる医療機関を対象に検討会を開催する。 

  (7) 鳥取県の移植施設・提供施設の連携強化と院内マニュアルの改善・周知徹底を促す。 

  (8) 臓器移植についての市民公開講座を企画する。 

  (9) 事務所が５月より県庁内から鳥取大学医学部内に移転したことにより、新連絡先が一目で 

わかるシールを作成し、臓器提供にかかる情報等の増加を狙う。 

２ 臓器移植に係る助成 

(1) 鳥取県腎友会の学習会経費に対して助成する。 

   (2) 臓器提供が行われた時には、臓器提供者の遺族に対し香典を贈る。 

３ 社団法人日本臓器移植ネットワークが行う臓器提供のあっせんに対する協力 

      臓器移植コーディネーターは、社団法人日本臓器移植ネットワーク西日本支部と連携しながら、

死体の臓器提供のあっせんに対して、以下のような活動をする。 

(1) 臓器移植希望者に対し、登録申請のための支援を行う。 

   (2) 西日本支部及び主治医と連絡を取りつつ、臓器提供可能者の脳死判定及び臓器提供に関する

意思を確認するとともに、その家族に対して臓器提供についての説明を行う。 

 (3) 組織適合性検査のため、臓器提供候補者の血液の確保とともにＨＬＡ検査センターへの血 

液搬送又はその手配を行う。 
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予算額 前年度予算額 増　減 備　考

千円 千円 千円

Ⅰ　事業活動収入 13,226 11,665 1,561

　１　基本財産運用収入 954 954 0

  　(1) 基本財産利息収入 954 954 0

　２　補助金収入　　　　　　 11,268 8,510 2,758

　　(1) 県補助金収入 11,173 8,415 2,758

95 95 0

ネットワーク補助金収入

　３　基本財産収入 0 1 △ 1

  　(1) 寄付金 0 1 △ 1

　４　寄附金収入 2 1,075 △ 1,073

収 　　(1) 寄附金収入 1 1,075 △ 1,074

　　(2) 募金収入 1 0 1

　５　会費収入 1,000 1,124 △ 124

　　(1) 賛助会員会費収入 1,000 1,124 △ 124

　６　雑収入 2 1 1

　　(1) 雑収入 1 1 0

　　(2) 受取利息収入 1 0 1

入 Ⅱ　投資活動収入 10,000 1 9,999

　１　基本財産取崩収入 10,000 0 10,000

  　(1) 投資有価証券売払収入 10,000 0 10,000

　２　退職給与引当金取崩収入 0 1 △ 1

  　(1) 退職給与引当金取崩収入 0 1 △ 1

当期収入合計(A) 23,226 11,666 11,560

前期繰越収支差額 0 3,637 △ 3,637

収入合計(B) 23,226 15,303 7,923

科　　　目

　　(2) (社)日本臓器移植

財団法人　鳥取県臓器バンク

収　支　予　算　書
（平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日まで）
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予算額 前年度予算額 増　減 備　考

千円 千円 千円

Ⅰ　事業活動支出 11,187 13,164 △ 1,977

　１　事業費支出 7,237 4,543 2,694

　　(1) 普及啓発費支出 742 2,980 △ 2,238

　　(2) 臓器移植助成費支出 20 20 0

　　(3) コーディネーター活動費支出 6,475 1,543 4,932

　２　管理費支出 3,950 8,621 △ 4,671

　　(1) 会議費支出 93 93 0

　　(2) 事務局費支出 3,857 8,528 △ 4,671

支

Ⅱ　投資活動支出 10,210 0 10,210

　１　基本財産取得支出 10,000 0 10,000

　　(1) 投資有価証券取得支出 10,000 0 10,000

　２　特定資産取得支出 210 0 210

　　(1) 退職給付引当資産取得支出 210 0 210

Ⅲ　予備費支出 72 2,139 △ 2,067

出

当期支出合計(C) 21,469 15,303 6,166

1,757 △ 3,637 5,394

1,757 0 1,757

科　　　目

　次期繰越収支差額(B)－(C)

　当期収支差額(A)－(C)
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